
令和８年度 青森県県土整備部優良工事表彰

別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

工事名

受注者名

工事場所 請負代金額

工期 成績評定点

完成年月日 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

工事内容
主任監督員

監督員

この度、栄えある西北県土整備事務所長表彰を賜り、誠にありが

とうございます。

ご指導いただきました監督職員の皆様、ご協力いただきました関

係各位の皆様には、感謝するとともに心より御礼申し上げます。

この受賞を励みに今後も品質・環境・安全面の向上、技術研鑽に

努め地域の発展に貢献してまいります。

代表取締役

葛西 俊蔵

主任技術者

田中 満

国道339号道路災害防除工事

北津軽郡中泊町大字小泊地内

田中 満

令和7年9月2日～令和8年3月26日

排水構造物工 N=1式
仮設工 N=1式

88点

佐々木 功雄

外崎 仁

西北県土整備事務所

竹内 大樹

令和8年3月25日

受賞コメント欄について

受賞コメントについては、受賞決定後に別途記
入を依頼しますので、推薦時の記載は不要です。

また、JVの工事で複数社の写真を貼付する場合
はご自由に編集していただいて構いません。

推薦理由 下線部について

「」には青森県県土整備部優良工事表彰要領施
行規程第2条（２）ア～オの中から記入してく
ださい。

ア 工事成績評定点が特に優れているもの

イ 困難な自然的、社会的条件を克服して工事

等を完成させ、優れた成果をあげたもの

ウ 工事等に関し新技術や新工法の活用、省力

化等の創意工夫につい停め、生産性向上に

特に顕著な成果をあげたもの

エ 工事の安全管理への取り組みに特に顕著な

成果をあげたもの

オ その他災害関連、技術提案、環境保全、イ

メージアップ及び先見性等で他の建設業者

の模範として特に顕著な成果をあげたもの

宝森建設興業株式会社

～推薦様式1について～

1枚目：県HPにおいて公表するものです。

2枚目以降：審査時において使用します。

  1枚目で説明しきれなかった内容を

  補足してください。

本工事は、国道３３９号を横断する老朽化したボックスカルバート及び重力式擁壁を撤去・新設する工事である。
当該箇所は日本海に隣接し、冬期間における高波・高潮の影響を受ける過酷な環境下にあった。また、冬季閉鎖区間内であるが、当

該箇所より先に他事業の工事施工箇所があることから、片側交互通行での施工を余儀なくされた。さらに、当該道路には深い位置に水
道管が埋設されているなど、数多くの課題があった。
このため、海沿いの急激な天候変化を把握するため簡易風速計にてリアルタイムの風速を確認する他、仮設ブロックを設置し、高波,

高潮が現場に影響を与えないよう対策を行った。また、施工箇所を頻繁に通行する施工業者や水道課と緊密に連絡調整することで、労
働災害並びに第三者に対する損害等を発生させることなく工期内に完成することができた。

以上、「困難な自然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、青森県県土整備
部優良工事に推薦するものである。

77,495,000円

着工前

現場施工箇所への
高波・高潮対策

完成 簡易風速計による
現地風速確認

ボックスカルバート
据付状況

ボックスカルバート
据付完了

水道管防護 片側交互通行による施工



その他説明資料

推薦工事及び受注者の概要

工事名

受注者名

平成31年度 青森県県土整備部優良工事表彰

工事成績評定 第1号様式における評価状況

3.出来形及び
出来ばえ

評価者 監督員 検査者

Ⅰ.品質

Ⅱ.出来形

Ⅲ.出来ばえ -

全体 d, e評価の有無 ■なし □あり

7.法令順守における減点 ■なし □あり

以下の欠格要件について

■該当しない □該当する

• 受注者が青森県建設業者等指名停止要領に基
づく指名停止又は文書注意を令和6年7月8日
以降に受けた

• 受注者が建設業法による営業停止処分を受け、
令和6年7月8日以降に営業停止期間がある

• 受注者の令和6年度完成工事の工事成績評定
点の最低点が65点未満

令和８年度 青森県県土整備部優良工事表彰

国道 339 号道路災害防除工事

宝森建設興業株式会社

a

a

b’

a

b

「推薦工事及び建設業者の概要」について

「工事成績評定 第1号様式における評価基
準」の「品質、出来形、出来ばえ」は該当す
る評価を記入

ただし、d,e評価の有無、法令順守における
減点、右側の「欠格要件」については、該当
する場合は推薦できませんので、予め編集で
きないようにしています。

その他説明資料について

・品質管理
・工程管理
・困難な自然的、社会的条件
・生産性向上
・安全管理
・イメージアップ など
（↑これまで推薦様式２にあった内容）

について、写真やグラフ等を用いながら簡潔
に記載してください。

※上記項目全てを記載する必要はありません。
代表的な項目について（推薦理由となった
項目）は最低限記載してください。

2枚目以降はHPで公開しません

平板載荷試験による支持力確認 キャスポルによる支持力確認

■品質管理に向けた取り組み

施工基面については通常の平板載荷試験に加え、キャスポルによる簡易支持力測定を行い、各所の支持力を満
足していることを確認。

■その他

植生土のう設置

現地盤が岩盤であることから、植生土のうを設置し
現況地形との調整を実施

冬季閉鎖区間の除雪

■その他
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